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経済

環境

事業者名 株式会社　南

株式会社南は、本業を通じて資源の有効活用を推進し、社員の幸せと地域貢献をモットーに掲げ、未来に
繋がる地球環境づくりに貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

廃棄物の再資源化の促進

リサイクルを通じた地域貢献

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

株式会社南は、一般廃棄物協会、産業資源循環協会、協力企業、学校、行政、金融機関、八代市障がい者福
祉事業所協議会などと連携し、廃棄物の分別・再資源化を促進するとともに、環境学習や啓もう活動を通
して持続可能な社会づくりに貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・廃棄物の再資源化の促進
・事業活動に伴うＣＯ2削減

・リサイクル率100％継続
・2024年5％削減（2022年
比）

環境教育の実施

社会

経済

環境

社会

経済 年間 １５ 回
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認
ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・自治体・民間企業との総合的な
循環システムの継続
・町内及び学校の資源回収継続

前期の指標に対する実績

リサイクルを通じた地域貢献

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

自治体・民間企業との総合的な循環システムの継続、町内
や学校の資源回収は件数が増加したので、達成できた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 職場体験だけでなく、出前授業やイベント出展等の機会が
あったが、全体で６件に留まったので、未達成となった。

２０２４年 → ６ 件

a
・廃棄物の再資源化の促進は、回収した廃棄物を選別し、
紙類（１０種類に細分化）、アルミ、ペットボトルをそれぞれ
再生資源化したことにより、達成できた。
・事業活動に伴うＣＯ2削減は、５％の削減目標に達しな
かったので未達成。

項目 学校資源の回収回数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

環境教育の実施 現状（2025年） 更新時（3年後）

・リサイクル率100％継続
・2024年3.2％削減（2022年
比）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

 年間 7 回

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

・職場体験2021年0件
2024年までに10件

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

継続率100％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 リサイクル率の100％継続維持

現状（2025年） 更新時（3年後）

１００ ％

年間 12 回 年間 20 回

項目 職場見学、出前授業の実施回数

100％


